
滑川町教育委員会だより 
「学んでよかった町へ -チーム滑川での教育-」 

  

     
 
 

  
 
 
 

一緒に体験して、思いを感じ、汲み取る夏に 
 

人生 100 年時代、長く働くことに備えて、リスキリングの重要性が唱えられるようになってきま

した。リスキリングとは、主に「学び直し」「再教育・再開発」という意味で使われる言葉です。時

代の変化により求められる技術やスキルが大幅に変わる中、新たな業務や職業へ就くために

必要となる知識やスキルを習得することを指します。  

このような中、『ロボットは東大に入れるか』(新曜社)、『AI vs. 教科書が読めない子どもたち』

(東洋経済新報社)などの著者である新井紀子氏が、「学び直しと人生設計」について書いた記

事を目にしました。「私は、リスキリングのために最も重要な能力は「汎用的読解力」だと考えて

います。汎用的読解力は、文系・理系にかかわらず、初心者向けに書かれた事実に関する文

章（教科書、新聞、行政文書等）を正確に読み解く力を指します。この力さえあれば、必要に応

じてどんな分野も自学自習できます。教科書や新聞など基本的な情報源から、世の中の 3 年

後、5 年後、10 年後を予測して考えることもできるでしょう。つまり、見出しやキーワードではなく、

本文を読んで、そこからどう演繹（えんえき）できるかという能力のことです。たくさんのセミナー

に通ったり、ハウツー本や自己啓発書を手当たり次第に読んだりしなくても、本質的なことを自

分で考えられる力とも言えます。」と述べています。 

また、ある情報誌に新井紀子氏が、「土を耕す」という題で巻頭言を書いていました。その中

で、「自分の庭をかまう余裕がない忙しさに追われる数年間を過ごした。「忙」という漢字は「心

を亡くす」と書く。そんな中、コロナ禍でぽっかりと時間が空いた。亡くした心と時間を埋めるよう

に私は毎日庭に出た。植物の育ちと健康は、根の張りで決まる。根の張りは、土で決まる。（中

略）肥料をやりすぎると、（私の経験では）病気にかかりやすく徒長（とちょう）しやすい。土を耕

し、よく観察し、植物の生きる力を信じて待つしかない。それは子供を育てることに驚くほど似て

いる。（中略）ほとんど世話をしないのに、機嫌よく咲き、実り、葉を落とし、時期が来ると再び芽

吹く、雑草もほとんど生えない。私は彼らの「卒業」に目を細める。」とありました。 

「卒業」とは、自らで「学び続けるために必要な力」を身に付け、自らで歩んでいる状態を指し

ているように思います。しかし、最近は、学ぶ過程で便利さのために失うものがあるように思いま

す。新井氏も「ひとは、文字を手にすることによって、長い話を正確に暗誦（あんしょう）する力を

失った。ひとは、コピー機ができてから、ノートを取らなくなった。ひとは、カメラができてから、見

ているものを、その場で目に焼き付けなくなった。そして、タブレットの導入によって、ひとは、子

どもたちから、「何らかの力」と、「豊かな一人の時間」を、奪いつつある。」とも述べています。 

これからの時代、大人は、「自分から子どもへ、何を伝えることができるのか」そして「何を伝え

たいのか」という問題に、直面すると思います。 

私も、学校にいるときは、教科書の内容を、社会で生きるための決まりを使命感とともに教え

てきました。本当にそれだけでよかったのだろうかと考えることもあります。 

これからの時代を生きる子どもを育むためにも、大人が学び続けないといけないと思っていま

す。私も、まず、ポストコロナ禍で始まった様々な体験活動を、子どもたちと一緒にやってみる

夏にしたいと思っています。 
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「３つの合言葉」元気・学び・会話 



 
公民館（コミュニティーセンター）で活動しているサークルが集まって、体験会を開催します。 
日時 8月 19日（土）午前 10:00～12:00、午後 2:00～4:00 
場所 滑川町コミュニティ-センター 
参加サークル 午前：11サークル、午後：9サークル 

♬たくさんの方の参加をお待ちしています♬
https://www.town.namegawa.saitama.jp/material/files/group/2/r50714_sa-kuru.pdf 

 
  

 

 
    
 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 

 
   

◆日時  ８月３日（木）～２０日（日） ８：３０～２１：３０ 

◆場所  コミュニティセンター １階ラウンジ 

◆内容  平和資料館より借用の戦争に関する資料展示 

 
 
 

公民館で活動するサークルの活動体験はいかがですか 

 

今、読解力の重要性が叫ばれています。読解力を向上させるためには、語彙の種類や量が重要であ

り、それらは環境要因に大きく左右されます。語彙を豊かにするためには、様々な本との出会いや会話が

重要です。この夏、図書館に来て、たくさんの本や人と出会ってみてはいかがでしょうか。 

 

図書館、電子図書館の利用で豊かな学びを 

○「学びの時間をつくりましょう。」 
・家庭学習の時間をつくりましょう。 
（運動やお手伝いを含みます） 
・一緒に本や新聞を読みましょう。 
（家読、共読の推進） 

「３つの合言葉」元気・学び・会話より 

 

「表現するためには、まず、体験すること。体験したことのみ、ひとは、本当に表現できる。」と 

漫画家・安野モヨコ氏は、 『表現する仕事がしたい！』岩波ジュニア新書で述べています。この夏に、様々な

体験をして見てはいかがでしょうか。 

町の文化財をめぐってみてはいかがでしょうか 

◆ポップコンテスト開催！ 
応募期間 7月 21日～9月 1日 
応募資格 町内在住の小中学生 

◆比企広域電子図書館の登録を！ 
 図書館窓口で利用申込みをすると、インター
ネットを通じて、いつでもどこでも本を読むことが
できます。ぜひ、登録をお願いします。 

◆「滑川の史跡周遊」を片手に、史跡巡りをしてみてはいかがでようか。 

※「滑川の史跡周遊」は、町役場、エコミュージアムセンターで配布しております。 

◆平和学習講演会「松山飛行場（唐子飛行場）について」 

講師：町文化財保護委員 大澤謙司氏 

  日時 8月 17日（木） 13：30開場、14：00開演 

場所 コミュニティーセンター 大集会室 ※定員 100名要申込 

◆ザリガニ釣りにチャレンジしよう！応募期間 7月 21日（金）～9月 1日（金） 
期間 8月 1日（火）～8月 6日（日） 対象 小学生以下とその保護者 
場所 エコミュージアムセンター                      
◎ミヤコタナゴに会いに、エコミュージアムセンターに来てください。         

    ザリガニ釣り案内  講演会案内 

第３９回 滑川町町民スポーツ祭の開催が決定しました！ 
期日 令和５年１０月８日(日)  場所：総合グラウンド 開会式：午前８時 30 分  

皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

平和啓発事業 『戦争と平和を考える２０２３写真パネル展』開催 

平和学習講演会 

ザリガニ釣り 

よろしく 
お願いします！ 

図書館HP 


